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渡 辺 悟 (肢大 ･医･生理)
小 川 尚 (熊大 ･医･生理)
+約47回日本生理学会松虫.1970年児浜
祝光速合切 (18,19野)が迎合線維によって連絡して
いる皮fI野は,隣接の17町は勿論のこと前頭前野,成文
及び運動の迎合弧 及び島蚊は何頭薬下部等が記砥され
ている (Polyak,1968)｡この視覚迎合問は数多くの虎
穴下核とも連絡があり機能的にはまた polysensoryの
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